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概要

背景 コンピュータホログラフィの表現力向上のため，
CGの質感表現技術を応用したアルファマッピングや
鏡面反射などが提案されている．しかし，鏡面のバン
プマッピングは実現されていなかった．

目的 計算機合成ホログラム(CGH)の物体光波計算
法であるポリゴン法における鏡面性曲面の計算手法
を応用した鏡面バンプマッピング

ポリゴン法CGHにおける鏡面バンプマッピング

提案手法

◆  鏡面性曲面の手法を応用し，各セグメントの法線
を高さマップから求めることで，鏡面バンプマッピン
グを行う．

今後の課題 参考文献

◆曲面への鏡面バンプマッピング
◆フルカラー化
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正面 右へ10°左へ10°

ピクセル数 65,536 × 131,072

ピクセルピッチ [μm] 0.8  × 0.4

設計波長 [nm]

ポリゴン数

630

588

CGHのパラメータ

CGH観察シミュレーション

法線

入射光ベクトル
反射光ベクトル

鏡面性曲面の計算手法

鏡面バンプマッピング

シミュレーション結果

引用:https://marina.sys.wakayama-u.ac.jp/~tokoi/?date=20050826

テクスチャ

位相分布

平面波位相
（テクスチャから反射方向を求める）

乗算

ホログラム面モデル

◆鏡面反射では光波を特定の狭い範囲にしか伝搬し
ないように拡散性を制御

◆ポリゴンをセグメント分割し，セグメント毎に光波を
制御することで曲面を表現

➢ 拡散面バンプマッピングは，面光源のテクスチャと
して陰影の強度分布を与えるだけで簡単．

➢ 鏡面バンプマッピングは，視点が変わると変化する
ように，反射特性も制御する必要がある．

ポリゴン法：ポリゴン形状の面光源で像を形成

拡散光

鏡面光

セグメント分割＋平面波位相の乗算

面光源

バンプマッピング
少ないポリゴンで物体表面に凹凸が
付いたような陰影を得るCG技術

CGでのバンプマッピング例
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